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議案等の審査結果
賛成･･･〇　反対･･･×　欠･･･欠席　除･･･除斥　議長･･･※

令和７年３月定例会
審議した議案との結果

審
議
結
果

島　

幸
恵

山
本
吉
人

藤
澤
幸
恵

望
月
典
子

字
引
文
威

平
田
勝
章

吉
澤
弘
廸

太
田　

譲

報
告 令和６年度生坂村一般会計補正予算【第８号】（専決処分） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

事　

件　

案

生坂村過疎地域持続的発展計画の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

村営土地改良事業計画について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

生坂村中山間地域特別農業農村対策事業施設（大日向農産物直売所）の指定管理者の
指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

生坂村山清路の郷資料館の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

条　

例　

案

職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

生坂村特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正す
る条例案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

生坂村パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

基金の管理の変更に伴う関係条例の整理に関する条例案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

生坂村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

生坂村非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

予　

算　

案

令和7年度生坂村一般会計予算 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和7年度生坂村営バス特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和7年度生坂村福祉センター特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和７年度生坂村国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和７年度生坂村介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和７年度生坂村後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和７年度生坂村簡易水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和７年度生坂村下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

請
願 県立木曽病院での分娩休止の撤回及び麻酔科医・産科医の確保を求める請願 不採択 × ○ × × ○ ○ ○ ※

陳
情 持続可能な学校の実現をめざす意見書採択を求める陳情 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

追　

加　

議　

案

生坂村企業版ふるさと納税基金条例案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和6年度生坂村一般会計補正予算【第9号】 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和6年度生坂村営バス特別会計補正予算【第3号】 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和6年度生坂村福祉センター特別会計補正予算【第3号】 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和6年度国民健康保険特別会計補正予算【第1号】 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和6年度生坂村介護保険特別会計補正予算【第4号】 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和6年度生坂村後期高齢者医療特別会計補正予算【第1号】 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和6年度生坂村簡易水道事業会計補正予算【第3号】 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和6年度生坂村下水道事業会計補正予算【第2号】 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

発
議 持続可能な学校の実現をめざす意見書の提出について 提出 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

議案等の審査結果
賛成･･･〇　反対･･･×　欠･･･欠席　除･･･除斥　議長･･･※

令和７年１月臨時会
審議した議案との結果

審
議
結
果

島　

幸
恵

山
本
吉
人

藤
澤
幸
恵

望
月
典
子

字
引
文
威

平
田
勝
章

吉
澤
弘
廸

太
田　

譲

補
正
予
算

令和６年度生坂村一般会計補正予算【第７号】 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※
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広 域 ・ 一 部 事 務 組 合 の 情 報広 域 ・ 一 部 事 務 組 合 の 情 報

穂高広域施設組合（穂高クリーンセンター）
（安曇野市・池田町・松川村・麻績村・生坂村・筑北村）

⃝令和7年度予算
一般会計	 1,014,164千円

（松本・塩尻・安曇野・東筑の消防と介護事務など）
松本広域連合

⃝令和7年度予算
一般会計	 5,163,230千円
特別会計	 24,370千円

豊科葬祭センター
安曇野松筑広域環境施設組合

⃝令和7年度予算
一般会計	 103,704千円

（松本・塩尻・東筑・木曽）
松塩筑木曽老人施設組合

⃝令和7年度予算
一般会計　4,400,000千円

6年度補正予算の内容6年度補正予算の内容（主な収支）（主な収支）
※数値は四捨五入■一般会計　〈補正額〉△1億8,144万円　〈総額〉32億6,500万円

歳　入 補正額（歳入） 　　総　　額
村税 605 万円 1億5,022 万円
地方譲与税 9 万円 2,493 万円
地方消費税交付金 7 万円 3,927 万円
地方交付税 6,536 万円 13億1,237 万円
分担金及び負担金 △23 万円 2,293 万円
使用料及び手数料 △238 万円 1億2,187 万円
国庫支出金 △1億3,162 万円 7億6,845 万円
県支出金 △99 万円 1億2,860 万円
財産収入 58 万円 2,695 万円
繰入金 △8,977 万円 1億4,273 万円
諸収入 70 万円 5,503 万円
村債 △2,930 万円 3億8,281 万円

歳　出 補正額（歳出） 補正後の額（歳出）
議会費 △12 万円 4,822 万円
総務費 △1,758 万円 7億5,150 万円
民生費 △749 万円 4億6,690 万円 就労センター管理業務 431万円、

福祉センター繰出金 324万円　ほか
衛生費 △1億2,386 万円 9億1,046 万円
農林水産業費 △838 万円 2億7,712 万円 鳥獣被害防止柵設置事業（繰越） 988万円　ほか
商工費 △191 万円 5,665 万円
土木費 △95 万円 2億0,652 万円
消防費 △251 万円 7,705 万円
教育費 △926 万円 1億8,327 万円
災害復旧費 △263 万円 720 万円
公債費 △675 万円 2億7,813 万円
予備費 200 万円

特別会計 補正額 　　総　　額
村営バス特別会計 △175 万円 4,763 万円
福祉センター特別会計 △230 万円 1億1,803 万円
国民健康保険特別会計 △7,202 万円 1億7,926 万円
介護保険特別会計 167 万円 3億3,165 万円
後期高齢者医療特別会計 △107 万円 3,313 万円
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生
坂
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

（
質
疑
な
し
）

村
営
土
地
改
良
事
業
計
画
に
つ
い
て

問　
万
平
地
区
土
地
改
良
事
業
計
画
で

新
し
い
ぶ
ど
う
園
の
就
農
者
の
対
応
は
。

答　
農
業
公
社
で
３
年
技
術
技
能
習
得

し
た
新
規
就
農
者
の
方
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
農
業
用
水
の
ポ
ン
プ
施
設
の
改
修

も
す
る
と
の
事
だ
が
、
そ
の
場
合
受
益
者

負
担
は
増
え
る
の
か
。

答　
受
益
者
負
担
は
増
え
る
可
能
性
は

あ
る
。

生
坂
村
中
山
間
地
域
特
別
農
業
農
村
対

策
事
業
施
設
（
大
日
向
農
産
物
直
売

所
）
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

問　
指
定
管
理
者
の
役
割
は
。

答　
施
設
の
維
持
管
理
等
が
主
に
な
る
。

生
坂
村
山
清
路
の
郷
資
料
館
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

問　
生
坂
村
山
清
路
の
郷
資
料
館
の
利

用
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答　
週
末
は
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
村
外
の

方
の
利
用
が
多
数
い
る
。

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

問　
会
計
年
度
職
員
も
対
象
に
な
る
の
か
。

答　
こ
の
条
例
に
関
し
て
は
対
象
者
に

は
な
ら
な
い
。

生
坂
村
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
、
勤
勉

手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案（

質
疑
な
し
）

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

（
質
疑
な
し
）

基
金
の
管
理
の
変
更
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
案

問　
有
価
証
券
等
取
扱
う
場
合
は
リ
ス

ク
を
伴
う
が
そ
の
点
は
大
丈
夫
な
の
か
。

答　
こ
れ
ま
で
国
が
保
証
し
て
い
る
物

を
運
用
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
基
金
の

管
理
方
法
に
つ
い
て
は
慎
重
に
管
理
し
て

い
く
。

生
坂
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

問　
消
防
団
員
で
は
な
い
一
般
の
人
は

対
象
に
な
る
の
か
。

答　
一
般
の
人
も
公
務
災
害
補
償
の
対

象
に
な
る
。

生
坂
村
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

問　
機
能
別
消
防
団
員
も
対
象
に
な
る

の
か
。

答　
対
象
者
に
は
な
ら
な
い
。

令
和
７
年
度
生
坂
村
一
般
会
計
予
算

総
務
課
関
係

地
域
活
性
化
対
策
事
業
で
は
、
脱
炭
素

地
域
づ
く
り
推
進
事
業
で
や
ま
な
み

荘
省
エ
ネ
機
器
導
入
事
業
、
民
家
断

熱
改
修
補
助
金
な
ど
を
新
た
に
加
え
、

10
億
5
4
6
4
万
円

問　
生
坂
ダ
ム
小
水
力
発
電
の
工
事
詳

細
は
。

答　
河
線
管
理
者
と
の
協
議
調
整
が
終

わ
り
次
第
正
式
な
工
事
内
容
が
で
き
る
。

問　
生
坂
ダ
ム
小
水
力
発
電
で
洪
水
等
が

発
生
し
た
場
合
の
対
応
は
考
え
て
い
る
か
。

答　
遠
隔
操
作
等
対
応
は
考
え
て
い
る
。

総
務
建
経
常
任
委
員
会

連
合
審
査
報
告
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問　
小
水
力
発
電
の
耐
久
年
数
は
ど
の

く
ら
い
か
。

答　
50
年
（
半
世
紀
）
以
上
は
あ
る
。

問　
や
ま
な
み
荘
の
脱
炭
素
事
業
関
係

の
省
エ
ネ
機
器
導
入
工
事
内
容
は
。

答　
や
ま
な
み
荘
の
照
明
の
L
E
D
化
、

冷
暖
房
設
備
、
給
湯
設
備
に
な
る
。

問　
二
酸
化
炭
素
削
減
の
効
果
促
進
事

業
を
も
っ
と
や
っ
て
貰
い
た
い
。

答　

松
本
山
雅
等
を
活
用
し
効
果
促
進

事
業
を
し
て
い
く
。

振
興
課
関
係

産
業
振
興
事
業
で
は
県
営
中
山
間
総
合

整
備
事
業
負
担
金
等
、
農
業
振
興
事
業

で
１
億
３
９
７
４
万
円
。
畑
作
等
促

進
整
備
事
業
等
、
農
地
解
消
対
策
費
で

４
４
８
１
万
円
。
森
林
整
備
区
域
抽

出
業
務
を
加
え
た
里
山
整
備
事
業
で

１
２
０
８
万
円
。

問　
農
業
機
械
整
備
事
業
債
で
購
入
予

定
の
ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア
は
今
ま
で
の

も
の
よ
り
だ
い
ぶ
小
型
に
な
る
が
、
性
能

等
大
丈
夫
な
の
か
。

答　
コ
ン
パ
ク
ト
で
取
り
扱
い
し
や
す

く
高
性
能
な
も
の
を
予
定
し
て
い
る
。

意
見　
森
林
整
備
業
務
に
関
し
て
は
議

会
が
提
出
し
た
附
帯
内
容
を
守
っ
て
森
林

整
備
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

①	

山
林
の
伐
採
に
あ
た
っ
て
は
山
林
の

土
砂
崩
落
等
、
災
害
発
生
に
留
意
す
る

こ
と
。

②	

住
民
の
水
道
の
水
源
地
等
、
支
障
の
な

い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

③	

希
少
動
物
の
生
息
等
に
配
慮
し
景
観

と
自
然
保
護
に
留
意
す
る
こ
と
。

④	

住
民
の
家
屋
な
ど
生
活
関
連
施
設
へ

の
被
害
防
止
に
留
意
す
る
こ
と
。

⑤	

登
山
道
な
ど
を
破
壊
し
な
い
よ
う
に

留
意
す
る
こ
と
。

⑥	

木
材
の
伐
採
と
山
林
整
備
に
あ
た
っ

て
は
該
当
区
域
の
住
民
と
事
前
に
計

画
の
説
明
と
話
し
合
い
を
実
施
す
る

こ
と
。

令
和
７
年
度
生
坂
村
営
バ
ス
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
５
４
５
０
万
円

と
す
る
予
算
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

６
５
０
万
円
の
増
。

問　
賃
借
料
の
中
に
E
V
バ
ス
の
リ
ー

ス
代
が
入
っ
て
い
る
の
か
。

答　
入
っ
て
い
る
。

令
和
７
年
度
生
坂
村
簡
易
水
道
事
業
会
計
予
算

収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
収
入
は

７
１
９
７
万
円
、
支
出
は
７
６
８
９
万
円

と
定
め
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
収
入

は
５
９
９
６
万
円
、
支
出
は
６
５
１
１
万

円
と
定
め
る
。

問　
受
水
費
の
見
直
し
は
何
年
毎
か
。

答　
５
年
毎
に
見
直
し
を
行
う
。

令
和
７
年
度
生
坂
村
下
水
道
事
業
会
計
予
算

収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
収
入
は

１
億
９
４
６
万
円
、
支
出
は
７
８
３
０
万

円
と
定
め
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
収

入
は
４
４
３
万
円
、
支
出
は
５
５
３
０
万

円
と
定
め
る
。

（
質
疑
な
し
）
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生
坂
村
特
別
職
の
者
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

・
公
立
の
学
校
医
で
整
形
外
科
医
が
指

定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
追
加
し
、

報
酬
額
の
根
拠
と
す
る
も
の

問　
現
在
整
形
外
科
医
の
報
酬
は
2
万

円
だ
が
、
条
例
改
正
に
よ
り
4
万
円
に

な
る
。
そ
の
金
額
の
根
拠
は
。

答　
医
師
会
か
ら
報
酬
引
き
上
げ
の
要

望
が
あ
っ
た
。
児
童
生
徒
数
に
よ
り
報

酬
額
が
変
わ
る
た
め
、
生
坂
村
は
低
い

方
で
あ
る
。

令
和
７
年
度
生
坂
村
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て

教
育
委
員
会
関
係

・
保
育
園
環
境
整
備
事
業
、
子
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
子
ど
も
子
育

て
応
援
ギ
フ
ト
な
ど
、
子
ど
も
・
子

育
て
事
業
で
7
9
4
0
万
円

・
小
中
学
校
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
整
備
、
中

学
校
部
活
指
導
員
の
任
用
、
小
中
一

貫
教
育
I
k
u
s
a
k
a
学
の
推
進

な
ど
学
校
教
育
事
業
で
2
9
8
5
万

円

問　
保
育
園
遊
具
の
修
繕
計
画
が
あ
る

が
、
数
年
前
に
新
し
く
し
た
の
で
は
。

答　
以
前
更
新
し
な
か
っ
た
雲
梯
な
ど

の
修
繕
。
シ
ー
ソ
ー
は
大
規
模
な
修
繕

ま
た
は
撤
去
更
新
と
い
う
判
定
が
出
た

が
、
修
繕
で
対
応
で
き
る
。

問　
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
に
伴

う
事
務
室
の
改
修
工
事
は
、
い
つ
か
ら

行
う
の
か
。
ぴ
よ
ぴ
よ
広
場
利
用
に
影

響
は
あ
る
か
。

答　
工
事
は
4
月
下
旬
か
ら
2
週
間
程

度
。
ぴ
よ
ぴ
よ
広
場
は
工
事
中
で
も
利

用
で
き
、
影
響
は
な
い
。

問　
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
に
よ

り
、
人
員
が
増
え
す
ぎ
な
い
か
。

答　
新
規
に
採
用
す
る
の
は
社
会
福
祉

士
一
名
の
み
。
他
は
現
職
員
が
兼
務
で

対
応
す
る
の
で
、
増
え
す
ぎ
る
こ
と
は

な
い
。

問　
子
ど
も
や
若
者
の
意
見
を
聞
く
座

談
会
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
頃
何

回
ぐ
ら
い
開
く
の
か
。

答　
具
体
的
に
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

回
数
は
１
、２
回
く
ら
い
。

問　
中
学
校
の
部
活
動
を
地
域
に
移
行

す
る
た
め
、
休
日
の
指
導
員
が
確
保
さ

れ
る
。
部
活
に
入
っ
て
い
な
い
生
徒
に

も
、
何
か
支
援
が
な
い
と
不
公
平
で
は
。

答　
公
平
性
が
第
一
な
の
で
、
来
年
度

協
議
し
、
検
討
す
る
。

問　
i
k
u
s
a
k
a
学
に
専
門
的
意

見
を
入
れ
、
よ
り
深
く
学
べ
る
よ
う
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
採
用
さ
れ
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
と
も
連
携
が
で
き

な
い
か
。

答　
要
望
す
れ
ば
連
携
は
可
能
。

問　
来
年
度
、
学
校
給
食
に
有
機
米
を

提
供
し
て
く
だ
さ
る
方
が
い
る
。
現
在

給
食
に
米
を
提
供
し
て
い
る
農
業
公
社

と
同
じ
1
㎏
あ
た
り
2
4
0
円
で
は
安

す
ぎ
る
の
で
は
。

答　
農
業
公
社
と
同
じ
価
格
で
よ
け
れ

ば
是
非
提
供
し
て
く
だ
さ
い
、
と
話
を

し
て
い
る
。

健
康
福
祉
課
関
係

・
在
宅
で
の
生
活
支
援
等
サ
ー
ビ
ス
事

業
で
1
2
8
1
万
円

・
新
規
に
高
齢
者
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
加
え
た
保
健
衛
生
事
業
で

5
9
7
万
円

・
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
事
業
を
新

た
に
加
え
た
保
健
衛
生
・
扶
助
関
係

で
1
1
1
8
万
円

問　
高
齢
者
の
緊
急
通
報
装
置
は
ど
の

く
ら
い
利
用
さ
れ
て
い
る
か
。

答　
現
在
3
件
、
昨
年
は
2
件
。

問　
は
る
か
ぜ
の
お
風
呂
を
利
用
し
て

も
ら
う
計
画
が
あ
る
。
運
営
方
法
は
。

答　

毎
週
水
曜
日
の
半
日
を
使
っ
て
、

お
風
呂
を
利
用
し
て
も
ら
う
予
定
。
送

迎
に
つ
い
て
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
調

整
中
だ
が
、
で
き
る
だ
け
要
望
に
こ
た

え
た
い
。

問　
生
坂
敬
老
の
日
に
出
席
で
き
な
い

人
に
も
何
か
対
応
で
き
な
い
か
。

答　
コ
ロ
ナ
が
流
行
時
は
商
品
券
を
配

布
し
た
が
、
現
在
は
村
で
お
祝
い
す
る

形
に
戻
し
て
い
る
の
で
ご
理
解
い
た
だ

社
会
文
教
常
任
委
員
会

連
合
審
査
報
告
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き
た
い
。

住
民
課
関
係

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
み
荘
改
修

工
事
、
社
会
福
祉
協
議
会
補
助

の
拡
充
な
ど
社
会
福
祉
事
業
で

1
億
2
4
0
6
万
円

問　
村
民
税
が
8
0
0
万
円
ほ
ど
増
え

て
い
る
理
由
は
。

答　
主
に
は
定
額
減
税
が
終
了
し
た
た

め
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
所
持
率
は
。

ま
た
、
5
年
目
の
更
新
方
法
は
。

答　

所
持
率
は
２
月
時
点
で
86
．

3
6
％
県
内
22
番
目
。
5
年
目
は
暗
証

番
号
の
変
更
で
、
役
場
に
来
て
い
た
だ

き
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

令
和
７
年
度
生
坂
村
福
祉
セ
ン
タ
ー

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
歳
入
歳
出
の
総
額
を
1
億
7
2
0
万

円
と
す
る
予
算
で
、
前
年
度
と
比
較

し
て
5
4
0
万
円
の
減

問　
や
ま
な
み
荘
改
修
の
た
め
、
2
か

月
半
休
館
に
な
る
予
定
。
経
営
を
圧
迫

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
工
事

期
間
を
短
く
す
る
、
全
館
休
館
せ
ず
工

事
を
す
る
、
な
ど
の
方
法
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

答　

な
る
べ
く
休
館
し
な
い
よ
う
に
、

休
館
中
の
従
業
員
の
方
の
処
遇
も
あ
わ

せ
て
し
っ
か
り
考
え
て
い
く
。

問　
お
風
呂
の
お
湯
は
、
チ
ッ
プ
ボ
イ

ラ
ー
設
置
後
は
チ
ッ
プ
を
燃
や
し
て
沸

か
す
。
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
燃
料
費

は
チ
ッ
プ
の
も
の
か
。

答　
ボ
イ
ラ
ー
使
用
開
始
は
改
修
工
事

後
に
な
る
た
め
、
今
ま
で
と
同
じ
L
P

ガ
ス
の
価
格
を
計
上
し
て
い
る
。

問　
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
新
規
に
行
う
も

の
か
。
ど
こ
で
行
う
の
か
。

答　
以
前
行
っ
て
い
た
体
験
型
の
イ
ベ

ン
ト
を
再
開
す
る
も
の
で
、
明
科
の
木

戸
橋
か
ら
乗
る
。

令
和
７
年
度
生
坂
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
歳
入
歳
出
の
総
額
を
2
億
4
8
5
0
万

円
と
す
る
予
算
で
、
前
年
度
と
比
較
し

て
2
8
0
万
円
の
減

問　
所
謂
年
収
の
壁
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
と
、
保
険
税
に
影
響
す
る
か
。

答　
引
き
上
げ
ら
れ
れ
ば
影
響
は
あ
る
。

令
和
７
年
度
生
坂
村
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

・
歳
入
歳
出
の
総
額
を
2
億
7
8
8
0
万

円
と
す
る
予
算
で
、
前
年
度
と
比
較
し

て
8
4
0
万
円
の
減

問　
後
期
高
齢
者
が
今
後
爆
発
的
に
増

え
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

お
亡
く
な
り
に
な
る
方
も
い
て
、

全
体
的
に
は
減
少
傾
向
。

令
和
７
年
度
生
坂
村
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
歳
入
歳
出
の
総
額
を
2
億
7
8
8
0
万

円
と
す
る
予
算
で
、
前
年
度
と
比
較
し

て
8
4
0
万
円
の
減

問　
人
間
ド
ッ
ク
補
助
増
額
の
理
由
は
。

答　
後
期
高
齢
者
に
な
っ
て
人
間
ド
ッ

ク
を
受
け
る
方
が
増
え
て
い
る
。
今
年

度
の
実
績
も
併
せ
、
増
額
し
て
計
上
し

て
い
る
。

請
　
　
願

県
立
木
曽
病
院
で
の
分
娩
休
止
の
撤
回

及
び
麻
酔
科
医
・
産
科
医
の
確
保
を
求

め
る
請
願
書
に
つ
い
て

・
木
曽
地
域
に
た
っ
た
1
人
し
か
い
な

い
麻
酔
科
医
が
令
和
8
年
か
ら
い
な

く
な
り
、
分
娩
休
止
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
。
地
域
の
医
療
を
守
る
た
め
、

麻
酔
科
医
・
産
科
医
の
確
保
と
、
分

娩
継
続
を
求
め
る
請
願

議
員
か
ら
請
願
者
の
生
坂
村
女
性
の
会

に
対
し
、
請
願
提
出
決
定
ま
で
の
期
間

が
短
い
な
ど
、
提
出
の
仕
方
に
つ
い
て

介
入
が
あ
り
、
不
採
択
と
決
定
。

陳
　
　
情

「
持
続
可
能
な
学
校
の
実
現
を
目
指
す
意

見
書
」
採
択
を
求
め
る
陳
情
書
に
つ
い

て・
忙
し
す
ぎ
る
教
職
員
の
働
き
方
改
革

を
推
進
し
、
具
体
的
な
施
策
の
実
行

を
求
め
る
陳
情

趣
旨
に
賛
同
し
て
採
択
す
べ
き
と
決
定
。
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一般質問とは…「議員がフリーテーマで執行部に質問・提案を行う場」で、
議員独自のカラーが出せる貴重な機会です。村民の生活に関わる様々な
声を村政に届け、議論が行われます。※質問は一般事務に限ります。

村政村政そこが知りたい !!そこが知りたい !!

7 名の議員が一般質問

一般質問
3月
定例会

9P〔上〕 吉澤弘
ひろみち

迪 議員

○生坂村社会福祉協議会の経営の支援につい
て

9P〔下〕 藤澤幸
さちえ

恵 議員

○生坂村職員の働き方について

10P〔上〕 山本吉
よしと

人 議員

○チャレンジできる村、チャレンジする村
「生坂村」にしていこう

10P〔下〕 平田勝
かつあき

章 議員

○冬の地震時における避難所対策について

11P〔上〕 島　幸
ゆきえ

恵 議員

○予算編成について
○住み続けたい村とは
○脱炭素事業について

11P〔下〕 望月典
のりこ

子 議員

○村民の有事の際の連絡先の取扱い等について
○要支援者への対応について

12P〔上〕 太田　讓
ゆずる

 議員

○魅力ある村に向けて

QRコードを読み込むと
一般質問が見られます

傍聴もできますので、
お越し下さい。
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吉澤弘迪議員

藤澤幸恵議員

社
会
福
祉
協
議
会
の
経
営
と

今
後
の
支
援
に
つ
い
て

村
長
　
今
後
国
・
県
に
介
護
福
祉
事
業
の

経
営
支
援
の
要
望
を
行
い
た
い

職
員
の
離
職
防
止
対
策
は

村
長
　
一
次
予
防
を
目
的
と
し
た

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う

問　

生
坂
村
社
協
の
令
和
6
年
度
の
経

営
状
況
は
。

健
康
福
祉
課
長　

介
護
保
険
事
業
の
利

用
者
減
少
で
、
物
価
高
、
最
低
賃
金
引

き
上
げ
で
事
業
赤
字
が
7
0
0
万
程
と

な
る
。

問　

令
和
6
年
度
決
算
見
込
み
は
。

健
康
福
祉
課
長　

当
期
資
金
収
支
差
額

が
△
6
1
4
万
6
千
円
で
、
前
年
度
に

比
較
し
2
2
4
万
円
赤
字
が
減
少
し
た
。

問　

経
営
改
善
の
取
組
に
つ
い
て
。

健
康
福
祉
課
長　

介
護
保
険
は
、
給
付

費
の
3
/
4
が
村
外
業
者
に
支
払
わ
れ

て
い
る
の
で
通
所
介
護
、
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
「
は
る
か
ぜ
」
の
利

用
に
よ
り
村
内
で
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
を

増
や
す
。

問　

今
後
の
社
協
へ
の
経
営
支
援
策
と

し
て
、
賛
助
会
員
の
会
費
一
口
金
額

3
千
円
を
5
千
円
に
増
額
、
特
別
会
員

の
会
費
一
口
金
額
を
1
万
円
か
ら
2
万

円
に
増
額
し
て
は
。

副
村
長　

賛
助
会
費
・
特
別
会
費
は
13

年
間
改
定
し
て
い
な
い
の
で
必
要
か
ど

う
か
社
協
の
理
事
会
で
検
討
す
る
。

問　

受
託
料
の
概
算
払
い
対
応
で
き
る
か
。

副
村
長　

令
和
6
年
12
月
に
社
会
就
労

セ
ン
タ
ー
管
理
料
の
概
算
払
い
、
受
託

料
は
毎
月
払
い
を
実
施
し
た
。
令
和
7

年
度
も
同
様
に
支
払
い
を
予
定
し
て
い

る
。

問　

社
協
へ
の
補
助
金
の
増
額
を
提
案

す
る
。

副
村
長　

社
協
へ
の
補
助
金
は
、
令
和

7
年
度
予
算
で
公
益
法
人
運
営
費
補
助

金
を
1
0
0
万
円
増
額
し
て
4
0
0
万

円
に
、
福
祉
活
動
専
門
員
補
助
金
は

9
6
4
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

問　

広
域
組
合
の
介
護
施
設
の
経
営
悪

化
、
東
筑
摩
郡
各
村
の
社
協
の
経
営
悪

化
が
見
ら
れ
る
。
国
・
県
に
介
護
福
祉

事
業
の
経
営
支
援
を
要
請
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
。

村
長　

長
野
県
町
村
会
が
厚
生
労
働
省

に
医
療
福
祉
人
材
の
確
保
の
要
望
書
を

提
出
、
ま
た
長
野
県
に
介
護
福
祉
の
充

実
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
た
。
毎
年
の

要
望
で
、
成
果
が
あ
る
の
で
引
き
続
き

介
護
福
祉
事
業
経
営
支
援
に
つ
な
が
る

よ
う
に
国
・
県
に
要
望
を
行
い
た
い
。

村
職
員
の
一
人
当
た
り
の
担
当
業
務
が

増
大
し
、
余
裕
が
な
く
疲
弊
し
て
い
る

様
子
が
伺
え
る
。
全
国
的
に
も
メ
ン
タ

ル
ダ
ウ
ン
す
る
職
員
の
増
加
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。村
職
員
が「
働
き
や
す
さ
」

だ
け
で
な
く
「
働
き
が
い
」
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
か
が
重
要
。

問　

こ
こ
5
年
間
の
村
職
員
の
離
職
の

要
因
は
。

総
務
課
長　

自
己
都
合
に
よ
る
も
の
。

そ
れ
ぞ
れ
個
々
に
事
情
は
違
い
、「
役

場
の
仕
事
が
思
い
描
い
て
い
た
も
の
と

違
っ
た
。」
と
い
う
も
の
。
採
用
1
年
以

内
の
離
職
者
が
4
名
い
た
。

問　

職
員
離
職
防
止
の
た
め
に
取
り
組

ん
で
い
る
施
策
や
、
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
村
の
方
針
は
。

村
長　

職
員
の
採
用
試
験
に
村
内
出
身

者
の
応
募
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
も
あ

わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
る
。

職
員
に
何
か
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、

副
村
長
を
中
心
に
課
長
や
係
長
、
場
合

に
よ
っ
て
は
保
健
師
に
も
関
わ
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
。

全
職
員
を
対
象
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研

修
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

新
年
度
は
、
一
次
予
防
を
目
的
と
し
た

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
た
め
の
経

費
を
予
算
計
上
し
て
対
応
す
る
。

問　

働
き
方
改
革
と
し
て
、
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
制
、
時
間
差
出
勤
、
テ
レ
ワ
ー

ク
な
ど
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
は
出

来
な
い
か
。

村
長　

宿
直
を
シ
ル
バ
ー
に
お
願
い
し

て
職
員
の
負
担
を
減
ら
し
て
い
る
。
い

ろ
い
ろ
な
働
き
方
が
で
き
る
時
代
に

な
っ
て
い
る
、
今
後
研
究
を
し
て
い
く
。

問　

若
者
に
職
場
体
験
な
ど
は
考
え
ら

れ
る
か
。

総
務
課
長　

以
前
に
中
学
生
が
職
場
体

験
を
し
た
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
機
会
が

も
う
け
ら
れ
た
ら
よ
い
と
思
う
。
村
の

理
解
や
、
役
場
の
仕
事
に
も
理
解
が
繋

が
っ
て
村
の
職
員
に
な
り
た
い
と
思
う

子
が
一
人
で
も
出
て
く
れ
ば
よ
い
と
思

う
。
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問　

生
坂
村
の
竹
等
を
使
っ
て
い
か
だ

を
作
り
そ
の
い
か
だ
で
犀
川
下
り
レ
ー

ス
を
企
画
す
る
。
全
国
的
に
も
少
な
い

イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
ま
た
生
坂
村
に
住

ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
を
子

供
達
が
、
若
者
達
が
体
験
す
る
こ
と
は

大
い
に
意
義
が
あ
り
観
光
な
ど
の
集
客

増
も
考
え
ら
れ
る
。

い
か
だ
下
り
は
可
能
か
。

振
興
課
長　

村
内
の
竹
を
使
っ
た
い
か

だ
で
、
穏
や
か
な
犀
川
の
川
下
り
は
ゆ
っ

く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す
の
に
は
良

い
と
思
う
。
し
か
し
、
い
か
だ
の
作
り
方
、

開
催
時
期
、
安
全
性
な
ど
検
討
課
題
が

多
く
あ
る
。
議
員
の
調
査
し
て
い
る
情

報
等
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　

休
耕
地
の
畑
な
ど
村
内
、
村
外
の

方
に
利
用
し
て
も
ら
う
市
民
農
園
的
な

活
用
は
で
き
な
い
の
か
。（
都
市
圏
か

ら
も
週
末
野
菜
づ
く
り
で
村
に
訪
れ
る

人
が
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
第
二
の

ふ
る
さ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
繋
が
り
、

効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。）

振
興
課
長　

市
民
農
園
は
、
農
地
の
貸

し
手
と
受
け
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
ど
の

よ
う
に
行
え
ば
良
い
か
な
ど
研
究
が
必

要
で
あ
り
、
管
理
等
課
題
が
多
く
あ
る
。

課
題
を
考
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　

若
者
が
夢
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
勇
気
を
出
せ
る
村
の
環
境
づ

く
り
の
機
関
を
作
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

（
夢
を
ど
う
実
現
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、

わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
歳
を
取
っ
て
し
ま

う
こ
と
の
な
い
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
機

関
が
必
要
）

村
長　

村
内
の
若
者
の
夢
に
向
け
て
、

本
年
度
か
ら
生
坂
村
各
種
競
技
会
及
び

発
表
会
出
場
者
激
励
金
交
付
要
綱
を
設

け
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
芸
術
活
動
の
成

果
を
発
表
す
る
会
に
出
場
し
た
村
民
に

対
し
激
励
を
し
て
い
る
。
個
人
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
は
千
差
万
別
で
あ
り
、
村
民
個

人
へ
の
支
援
を
行
う
機
関
を
作
る
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
る
が
、
熱
意
を
持
ち
、

自
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
方
に
対
し

て
は
、
村
の
若
者
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
区
別
な
く
村
と
し
て
も
支
援
を
し

て
い
き
た
い
。

昨
年
１
月
発
生
の
能
登
半
島
大
地
震
の
反
省
点
に

つ
い
て
の
報
告
で
暖
房
器
具
な
ど
の
冬
季
用
設
備

が
必
要
と
あ
る
が
、ど
こ
の
自
治
体
で
も
十
分
な
用

意
は
で
き
て
い
な
い
の
が
実
態
。

問　

大
き
な
避
難
所
を
設
け
た
場
合
、
種
々
の
暖

房
機
具
の
用
意
と
必
要
な
備
蓄
内
容
や
数
量
、
保

管
場
所
は
決
ま
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

寒
さ
対
策
と
な
る
備
蓄
品
は
、
毛
布
・

使
い
捨
て
カ
イ
ロ
・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
村
の
防
災

倉
庫
に
保
有
し
て
い
る
。
各
区
の
防
災
倉
庫
に
も

毛
布
な
ど
は
保
管
し
、
数
量
は
予
算
の
範
囲
内
で

随
時
追
加
を
し
て
い
る
。
暖
房
器
具
は
村
や
小
中

学
校
に
あ
る
大
型
の
ス
ト
ー
ブ
の
他
、
各
家
庭
で

使
用
し
て
い
る
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
活
用
も
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
る
。
布
団
や
毛
布
な
ど
も
被
災
状

況
に
よ
る
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
す
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
。

長
野
県
で
は
、能
登
半
島
地
震
を
教
訓
に
、長
野
県

地
震
防
災
対
策
強
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
、

県
内
の
備
蓄
体
制
の
充
実
・
強
化
の
た
め
、県
と
市

町
村
で
備
蓄
の
考
え
方
に
つ
い
て
協
議
し
、基
本
的

な
方
向
性
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

問　

障
害
の
あ
る
人
や
高
齢
者
が
避
難
し
た
場
合

の
対
応
は
。

総
務
課
長　

障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
者
を
含
め

た
避
難
所
で
の
対
応
は
、
個
々
に
事
情
が
違
っ
て
お

り
、
対
応
も
異
な
る
た
め
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ

る
。
村
の
防
災
計
画
で
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
は
る
か
ぜ

を
福
祉
避
難
所
と
し
て
指
定
し
て
い
る
。

施
設
を
運
営
し
て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、県

社
会
福
祉
協
議
会
や
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
福
祉
避
難
所

の
立
ち
上
げ
研
修
会
に
参
加
し
、村
社
協
独
自
に
業

務
継
続（
B
C
P
）に
係
る
訓
練
も
実
施
し
て
い
る
。

問　

被
災
者
と
な
っ
た
場
合
の
確
認
名
簿
は
更
新

さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

災
害
対
策
基
本
法
第
９
０
条
の
３
第

１
項
に
、
市
町
村
長
は
、
被
災
者
の
援
護
を
実
施

す
る
た
め
の
基
礎
と
す
る
台
帳
「
被
災
者
台
帳
」

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
定
め
て
い
る
。

災
害
時
の
迅
速
な
対
応
が
出
来
る
よ
う
台
帳
作
成

に
努
め
て
い
く
。

問　

避
難
所
で
は
女
性
に
配
慮
し
た
対
策
は
で
き

て
い
る
か
。

総
務
課
長　

村
の
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
保
育

士
も
含
め
全
て
の
職
員
が
避
難
所
運
営
に
あ
た
れ

る
よ
う
地
域
の
避
難
所
で
訓
練
に
参
加
し
て
い
る
。

村
内
で
女
性
の
避
難
所
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
し
て

い
く
に
は
、
女
性
の
皆
さ
ん
に
も
防
災
士
の
資
格

を
取
得
し
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
一つ
の
方

法
と
考
え
、
資
格
取
得
に
向
け
た
啓
発
に
努
め
て

い
く
。
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す
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追
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問　

当
初
予
算
案
を
示
す
前
に
、
住
民
と

予
算
公
開
検
討
会
を
も
つ
こ
と
、
予
算
編

成
方
針
・
予
算
編
成
過
程
な
ど
を
公
開
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

村
長　
「
新
年
度
当
初
予
算
編
成
会
議
」

内
容
の
公
開
を
検
討
し
た
い
。
予
算
編
成

過
程
の
公
開
は
、
職
員
の
負
担
が
大
き
く

な
る
た
め
考
え
て
い
な
い
。

意
見　

予
算
編
成
前
に
も
っ
と
当
事
者
住

民
の
意
見
を
聞
く
こ
と
で
、
予
算
が
更
に

有
効
活
用
さ
れ
た
り
、
職
員
負
担
が
軽
減

さ
れ
た
り
す
る
の
で
は
。
議
会
か
ら
要
望

す
る
こ
と
も
大
切
と
考
え
る
。

問　

常
会
や
地
域
の
お
祭
り
な
ど
紹
介
す

る
チ
ラ
シ
や
案
内
が
で
き
な
い
か
。
常
会

に
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
い
う
声
を
載
せ
る

と
、
入
会
へ
の
理
解
が
進
む
の
で
は
。

総
務
課
長　

事
例
を
参
考
に
し
た
い
。

問　

区
に
よ
っ
て
公
民
館
修
繕
費
の
考
え

方
が
違
う
。
条
例
や
公
共
施
設
管
理
計
画

に
、
各
区
の
公
民
館
は
村
の
公
共
施
設
と

あ
り
、
村
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
。

総
務
課
長　

建
設
時
に
地
元
と
の
協
議
が

行
わ
れ
、
地
元
負
担
金
や
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
施
設
ご
と
に
違
っ
て
い
る
。

意
見　

各
区
公
民
館
に
太
陽
光
発
電
設
備

設
置
が
進
み
、
長
期
間
契
約
に
な
る
。
修

繕
も
含
め
村
が
責
任
を
持
つ
べ
き
で
は
。

問　

各
区
の
除
雪
機
は
活
用
さ
れ
て
い
る

か
。
既
定
の
積
雪
量
に
な
っ
た
ら
、
住
民

か
ら
直
接
請
負
業
者
に
除
雪
要
請
で
き
る

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
等
が
で
き
な
い
か
。

振
興
課
長　

住
民
の
協
力
の
下
、
各
区
の

除
雪
機
で
除
雪
を
行
っ
て
い
る
。
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
等
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

問　

奨
学
金
貸
与
申
請
時
に
世
帯
年
収
等

要
件
を
は
っ
き
り
示
せ
ば
、
選
考
委
員
会

は
不
要
で
は
。
ま
た
、
各
種
競
技
会
及
び

発
表
会
出
場
者
激
励
金
交
付
要
綱
で
、
頑

張
っ
た
子
を
な
る
べ
く
激
励
し
て
ほ
し
い
。

教
育
次
長　

複
数
の
委
員
の
意
見
で
公
平

性
や
透
明
性
が
確
保
で
き
る
。
大
会
は
数

が
多
く
、
す
べ
て
を
対
象
に
で
き
な
い
。

問　

村
が
実
施
す
る
脱
炭
素
事
業
費
か
ら

交
付
金
を
引
き
、
過
疎
債
を
充
て
補
填
さ

れ
な
い
差
額
は
、
い
く
さ
か
て
ら
す
が
設

備
使
用
料
と
し
て
村
に
支
払
う
の
か
。
ま

た
、
村
か
ら
の
持
ち
出
し
は
な
い
か
。

村
長　

管
理
規
定
や
費
用
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
村
と
㈱
い
く
さ
か
て
ら
す
で
協
議

を
し
決
定
す
る
。
村
か
ら
持
ち
出
し
は
な

い
。

問　

民
生
委
員
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
全

世
帯
の
連
絡
先
の
聞
き
取
り
調
査
の
進
捗

状
況
は
。

健
康
福
祉
課
長　

現
在
４
６
０
世
帯
分
の

情
報
を
保
管
し
て
い
る
。
完
了
予
定
は
現

時
点
で
は
未
定
。

問　

調
査
開
始
か
ら
１
年
以
上
が
経
過
し

て
い
る
。
ま
だ
聞
き
取
り
に
来
て
い
な
い

と
い
う
不
安
げ
な
住
民
の
声
も
あ
る
。
今

後
の
対
応
は
。

健
康
福
祉
課
長　

保
健
師
、
高
齢
見
守
り

隊
の
訪
問
記
録
、
介
護
認
定
調
査
の
記
録

等
の
個
人
フ
ァ
イ
ル
を
活
用
す
る
よ
う
考

え
て
い
る
。
ま
だ
周
っ
て
い
な
い
所
は
民

生
委
員
と
相
談
し
て
対
処
し
た
い
。

問　

今
回
の
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
を
役

場
と
共
有
管
理
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。
民

生
委
員
と
健
康
福
祉
課
だ
け
で
は
不
安
を

感
じ
る
が
。

健
康
福
祉
課
長　

平
常
時
は
健
康
福
祉
課

で
保
管
し
、
災
害
時
に
本
人
の
同
意
を
得

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
等
は
規
定
に
よ
り

村
役
場
職
員
、
消
防
団
員
、
警
察
等
第
三

者
の
各
部
署
と
共
有
す
る
。

問　

災
害
時
に
一
人
で
は
避
難
で
き
な
い

高
齢
者
や
障
害
者
の
支
援
は
地
域
で
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
は
思
う
が
、

専
門
部
署
と
し
て
の
考
え
は
。

村
長　

令
和
3
年
の
災
害
対
策
基
本
法
の

改
正
で
要
支
援
者
に
つ
い
て
個
別
避
難
計

画
（
以
下
計
画
）
を
作
成
す
る
こ
と
が
市

町
村
の
努
力
義
務
と
さ
れ
た
。「
誰
が
支

援
し
て
」「
何
処
に
避
難
す
る
か
」「
非
難

す
る
時
ど
ん
な
配
慮
が
必
要
か
」
な
ど
を

記
載
し
た
計
画
だ
が
、
作
成
に
は
避
難
行

動
支
援
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
村
は
今
年
度
１
件
の
作
成
を
行
な
っ

た
。
11
月
に
民
生
委
員
が
新
体
制
と
な
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
民
生
委
員
を
交
え
て
作
成

を
進
め
た
い
。

問　

障
害
者
権
利
条
約
批
准
に
こ
め
ら

れ
た
精
神
と
し
て
「
私
た
ち
の
事
を
私

た
ち
抜
き
で
決
め
な
い
で
」
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
こ
の
思
い
を
大
切
に
し
て

計
画
を
作
成
し
、
事
前
の
訓
練
も
し
て

は
ど
う
か
。

村
長　

当
事
者
、
支
援
者
、
担
当
者
等
と

し
っ
か
り
話
し
合
い
が
出
来
れ
ば
計
画
は

確
か
な
も
の
に
な
る
し
、
プ
ラ
ス
事
前
訓

練
を
す
れ
ば
有
事
の
際
の
役
に
立
つ
と
思

う
。
そ
の
よ
う
な
方
向
性
で
民
生
委
員
を

交
え
て
出
来
る
か
検
討
し
た
い
。
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島幸恵議員

予
算
編
成
に
住
民
の
声
や
、
議
会
の

検
討
結
果
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
へ
の
考
え
は

村
長
　
ご
意
見
や
ご
要
望
を
検
討
し
、
反
映

で
き
る
も
の
は
予
算
に
反
映
し
て
い
る

望月典子議員

有
事
の
際
の
連
絡
先
の
取
り
扱
い
、
要
支
援
者

の
対
応
に
つ
い
て

村
長
　
連
絡
先
は
社
協
、
健
康
福
祉
課
で
保
管
し
て
お
り
、

現
在
「
個
別
避
難
計
画
」
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。



問　

第
6
次
総
合
計
画
作
成
に
伴
う
村
民

ア
ン
ケ
ー
ト
内
の
「
ど
ん
な
村
に
な
っ
て

ほ
し
い
か
」
に
つ
い
て
、
小
中
学
生
の

ト
ッ
プ
5
は
・
自
然
や
緑
が
多
い
村
・
便

利
で
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る
村
・
観
光

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
が
あ
る
楽
し
い
村
・
子
育

て
し
て
い
る
人
が
暮
ら
し
や
す
い
村
・
事

故
や
災
害
が
少
な
い
安
全
な
村
と
回
答
が

出
て
い
る
。
自
然
保
全
と
快
適
な
暮
ら
し
、

災
害
対
応
は
脱
炭
素
事
業
。
子
育
て
支
援

は
給
食
無
償
化
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
な
ど

他
よ
り
早
く
取
組
み
今
年
度
も
コ
ド
モ
ン

の
導
入
な
ど
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
し
て

い
る
。
観
光
と
レ
ジ
ャ
ー
で
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
せ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
生
坂
村
を

引
っ
張
っ
て
行
っ
て
く
れ
る
若
者
が
理
想

と
す
る
村
に
近
づ
く
と
考
え
る
。
こ
れ
か

ら
を
担
う
若
者
と
有
識
者
を
集
い
、
住
み

続
け
た
い
村
・
戻
っ
て
き
た
く
な
る
村
・

行
っ
て
み
た
い
村
を
観
光
と
レ
ジ
ャ
ー
の

面
で
進
め
る
た
め
の
（
仮
称
）「
い
く
さ

か
魅
力
向
上
計
画
」
の
策
定
を
提
案
す
る

が
。

総
務
課
長　

若
い
方
の
定
住
は
大
き
な
課

題
で
、特
に
村
に
戻
っ
て
き
て
い
た
だ
く
・

U
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
令
和
7
年
度

に
お
い
て
新
規
事
業
を
計
上
し
て
い
る
。

住
み
続
け
た
い
・
戻
っ
て
き
た
い
と
思
え

る
村
に
し
て
い
く
た
め
の
計
画
の
ご
提
案

で
あ
り
、
計
画
策
定
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス

に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら
を
担
う
村
内
の
若

者
と
有
識
者
に
よ
る
方
々
か
ら
委
員
会
・

懇
談
会
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
地
域
お
こ
し
の
人
材
育

成
と
村
の
歴
史
や
現
状
を
理
解
し
て
も
ら

う
良
い
機
会
に
な
る
と
思
う
。
村
に
は
総

合
計
画
を
は
じ
め
い
く
つ
か
の
計
画
も
あ

る
の
で
、
新
た
な
計
画
が
必
要
か
、
設
置

し
た
委
員
会
・
懇
談
会
か
ら
の
提
言
と
い

う
形
も
踏
ま
え
研
究
し
て
い
く
。

2月 

４日	 安曇野松塩筑環境施設組合議会定例会（安曇野市）
６日	 東筑摩郡村議会議員交流会

１３日	 道の駅いくさかの郷定例会
１７日	 松塩筑木曽老人福祉施設組合議会定例会及び全員協議
	 会（塩尻市）
１９日	 児童館・生涯学習施設運営委員会
	 総合戦略策定審議会
21日	 北部3ヶ村議員交流会
２５日	 脱炭素事業プロジェクト会議
	 福祉センター運営委員会
２６日	 安曇野ランド大規模改修工事竣工式典（安曇野市）
	 穂高広域施設組合議会定例会（安曇野市）
２７日	 議会運営委員会
	 生坂農業未来創りプロジェクト会議
２８日	 例月出納検査

3月 

６日	 議会全員協議会
１１日	 ３月定例会・開会
１２日	 本会議・一般質問
１３日	 総務建経常任委員会
１４日	 社会文教常任委員会
１７日	 やまなみ荘定例会
	 総務建経常任委員会
１８日	 小学校卒業式

	 議会全員協議会
１９日	 中学校卒業式
	 本会議・追加議案
２１日	 本会議・追加議案・閉会
	 議会全員協議会
２４日	 北アルプス医療センターあづみ病院運営委員会
	 （池田町）
	 社会福祉協議会理事会
２５日	 保育園卒園式
	 道の駅いくさかの郷定例会
	 東筑摩郡村議会議長会総会（松本市）
	 地域ささえあい推進協議会
２７日	 議会だより編集委員会
	 ゼロカーボン推進プロジェクト会議
２８日	 農業公社評議委員会
	 例月出納検査
３１日	 生坂農業未来創りプロジェクト会議
	 社会福祉協議会評議委員会

4月 

３日	 保育園入園式
４日	 小学校入学式

	 中学校入学式
11日	 議会だより編集委員会
17日	 議会だより編集委員会
１８日	 やまなみ荘定例会
２３日	 道の駅いくさかの郷定例会
２４日	 ゼロカーボン推進プロジェクト会議

議 　 会 　 日 　 誌 （主なものを掲載）
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太田讓 議員

今
い
る
村
民
が
楽
し
く

魅
力
を
実
感
で
き
る
計
画
を

村
長
　
皆
さ
ん
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
す
る



4年間を振り返って4年間を振り返って

村民の皆様ありがとうございました村民の皆様ありがとうございました

家族、友人、周囲の方々の
協力と励ましの言葉に助け
られ、なんとか４年間議員
としていられることが出来
ました。ありがとうござい
ました。

藤澤 幸恵

1 期目に多くの皆さんと話
をさせて頂き、様々な経験
したことを私なりにまとめ
導き出した答えが「みんな
が笑顔になる村づくり」。
これを 2期目スローガンと
してスタート！勉強・調査
研究を行い色んな施策提案
が出来ました。任期途中、
様々な出来事が発生して、
大変苦悩する日々もありま
したが、多くの方の支えと
励ましにより 4年間の任期
を迎える事ができました。
これからも研鑽を積み「み
んなが笑顔になる村づく
り」を更に進められるよう
頑張りたいと思います。

太田 譲

アッという間の 4年間でし
た。貴重な体験をいろいろ
させていただきました。議
員としてどれだけのことが
出来たのか、反省の日々で
すが、これからは一村民と
して暮らしやすい明るい村
であり続けるための努力を
します。

望月 典子

議員とは常識すなわち論
理、条理、人道の心を持っ
た人でありたい。

吉澤 弘迪

現在新規継続事業の「脱炭
素先行地域づくり事業」は、
令和 3年 12月定例会一般質
問で国の進めている地球温
暖化環境対策について村長
に、当村でも積極的なゼロ
カーボン対策を村の事業に
取り込み、「環境に優しい村
づくり」を提言しました。
村の脱炭素事業については、
村長も考えられていたよう
ですが、提言したことが実
現に向け「環境に優しい村
づくり」が進められていく
ことを私はうれしく感じて
おります。

字引文威

新型コロナウイルス感染症
が治まってから数年が過ぎ
たが、その後の社会は大き
く変わったように思う。当
村では脱炭素事業という大
きな事業に取り組んでおり、
長期に渡る事業であり災害
に強いモデル的な村になっ
ていることを願っている。

平田 勝章

空き家バンクでたまたま古
民家を見つけ、生坂村に移
住してきた私が議員を 2年
もやったなんて！と驚いて
います。たくさんの方とお
行きあいし、お話しできた
のは議員になったお陰かと
も思い、ありがたい気持ち
でいっぱいです。小さな村
でも、住む人それぞれの声
があります。皆さんの声を
寄せていただき、どうした
らもっと住みよい村になる
かな、と考えて行動してき
ました。少しでも議会に興
味関心をもっていただけて
いたら幸いです。

島 幸恵

早いもので議員も任期満了
になります。議員の仕事は
なってみてわかりました。
本当に大変な仕事です。悩
み多い日が、続く時もあり
ます。ですが村民の皆さん
が安心して暮らせる村づく
りのお手伝いができること
に誇りを感じる時も多々あ
りました。議員になれる条
件があるとすれば、それは
生坂村を愛し、村民を大切
に思う真心です。議員を目
指している方、「どうぞ勇気
を出して」、待っています。

山本 吉人
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編

集

後

記

　

任
期
最
後
の
議
会
だ
よ
り
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
の
2
年
間
村
民
の

皆
さ
ん
に
、
分
か
り
易
い
内
容
を

届
け
ら
れ
た
か
正
直
言
っ
て
不
安

な
気
持
ち
で
す
。
で
す
が
、
次
回

は
も
っ
と
い
い
も
の
に
し
よ
う
と

編
集
委
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
議

会
だ
よ
り
を
作
っ
て
来
ま
し
た
。

来
期
は
メ
ン
バ
ー
も
変
わ
る
と
思

い
ま
す
が
、
読
み
易
い
議
会
だ
よ

り
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
山
本
吉
人
）

編
集
・
発
行
責
任
者

　
　

議　
　

長　

太
田　
　

讓

編
集
委
員

　
　

委
員
長　

藤
澤　

幸
恵

副
委
員
長　

字
引　

文
威

　
　

委　
　

員　

島　
　

幸
恵

　
　

山
本　

吉
人

　

平
田　

勝
章

当
初
の
協
議
内
容
は
⑴
議
会
が
身
近
な
存

在
と
な
る
施
策
等
⑵
模
擬
議
会
、
⑶
議
会
制

度
の
検
討
、
⑷
議
会
改
革
推
進
に
向
け
た
研

修
等
、
⑸
議
員
報
酬
な
ど
に
つ
い
て
検
討
会

を
行
っ
て
き
た
が
、
途
中
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
世
界
を
席
巻
さ
せ
た
こ
と
か

ら
種
々
の
会
議
が
制
限
さ
れ
た
。
3
年
程
が

過
ぎ
よ
う
や
く
対
面
す
る
会
議
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
議
会
が
身
近
な
存
在

と
な
る
施
策
の
内
容
に
つ
い
て
は
地
区
に
出

掛
け
て
行
き
対
話
を
す
る
こ
と
を
計
画
し
た

が
、
出
来
な
か
っ
た
。
以
外
の
項
目
で
は
概

ね
出
来
た
よ
う
に
思
う
。
議
員
報
酬
に
つ
い

て
は
55
歳
以
下
30
万
円
の
特
例
を
設
け
て
1

期
実
施
さ
れ
た
が
、
次
回
選
挙
で
は
18
万
円

の
議
員
報
酬
が
一
律
21
万
5
千
円
に
上
げ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
だ
と
思
う
。

小
さ
な
自
治
体
の
議
会
が
成
果
を
出
し
た
こ

と
の
意
義
は
大
き
い
と
感
じ
る
。

平
田
勝
章

Q
　
生
坂
村
に
移
住
さ
れ
た
き
っ
か

け
は
?

A
　
松
本
市
周
辺
で
、
住
居
と
仕
事

場
に
な
る
所
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

予
算
の
関
係
な
ど
も
あ
り
今
の
家
に

住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Q
　
こ
の
村
で
お
子
さ
ん
の
成
長
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
何
か
感
じ
る
こ

と
が
有
れ
ば
?

A
　
隣
近
所
の
皆
さ
ん
に
よ
く
面
倒

を
見
て
も
ら
い
、
と
て
も
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
児
童
の
数
が
少
な
い
為
学
校

生
活
で
、
窮
屈
な
思
い
を
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Q
　
何
か
村
に
要
望
す
る
こ
と
が
有

れ
ば
ひ
と
言
?

A
　
先
日
、
娘
の
ワ
ク
チ
ン
の
補
助

金
の
こ
と
で
電
話
し
た
ら
「
わ
か
ら

な
い
。
転
出
先
で
聞
い
て
欲
し
い
」

と
返
答
さ
れ
ま
し
た
。
転
出
先
な
ど

に
何
回
か
連
絡
を
し
て
、
結
果
、
生

坂
村
か
ら
補
助
金
が
出
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

数
年
前
、
要
介
護
の
義
母
を
我
が

家
で
見
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

電
話
だ
け
の
対
応
で
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
来
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行

し
て
い
た
時
期
で
し
た
が
、
こ
の
よ

う
な
対
応
は
初
め
て
で
お
ど
ろ
い
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
職
員
の
教
育
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

Q
　
議
会
に
つ
い
て
期
待
す
る
こ
と

は
?

A
　
あ
ま
り
興
味
が
な
い
の
で
、
特

に
な
い
で
す
。
で
も
、
草
の
根
通
信

は
読
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
て
興

味
が
で
て
き
た
こ
と
で
す
が
、
村
議

会
議
員
は
、
日
頃
ど
ん
な
活
動
や
勉

強
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
が
わ
か
れ
ば
、
議
会
に
興
味

も
持
て
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ　インタビュー

小林 正則さん
草尾区袖山在住

ガラス工房
「玄々舎」主宰

表
紙
の
写
真
の
お
願
い

　

議
会
だ
よ
り
の
表
紙
の
写
真
は
、
イ
ベ
ン

ト
等
で
議
会
編
集
委
員
が
撮
影
し
た
写
真

を
許
可
な
く
掲
載
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、掲
載
許
可
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。 議

会
改
革
検
討
会

議
会
改
革
検
討
会


